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　がんは、ヒトの死亡原因の一位を占
めています。約２人に１人ががんに罹り、
３人に１人ががんで亡くなっています。
がんは何故このように恐ろしい病気な
のでしょうか？ どうしてがんを治すこと
が出来ないのでしょうか？
『がんとは』
『現在のがん治療法の問題点』
『がん治療における新たな試み』
『私達の戦略』
　がんの本体は、私達の身体を作って
いる細胞が遺伝子の変異によってひた
すら増え続けるようになったものです。
ルールを無視して増え続けるがん細胞
は、正常な組織や臓器を傷害してヒトを
死に至らせます。従って、がん治療の基
本は、早期発見・早期治療です。がんが
小さいうちに、手術で取り除いてしまえ
ば治せます。しかし、がんが小さいうちは
何も症状が出ないため気が付きません。
症状が出た時には大きくなっていて、周
りの組織に浸潤したり、身体の他の部
分に転移したりしてしまいます。そうする
と手術では取り切れず、残ったがん細胞
が増えて再発します。
　このような場合には、放射線治療や
化学療法が行われます。これらは、主
に遺伝情報を担っているDNAを傷つけ
たり、代謝を阻害したりすることによっ
て細胞を殺します。従って、がん細胞の
ように増殖している細胞を優先的に殺
します。これらの治療は良く効き、完全
に治せることもあります。しかし、多くの
場合再発します。何故再発するのでしょ
うか？ 私達の身体を構成している正常
な細胞の中にも盛んに増殖している細
胞がいます。免疫系の細胞や腸管・皮膚
の上皮細胞などです。これらの細胞も治
療によって傷害されるため、免疫力が低
下するなど副作用が生じます。副作用が
治療の効果を上回らないように治療を
控えなければならず、がん細胞を完全に
殺し切れないのです。
　副作用を避けるためには、正常な細胞
は傷害せずに、がん細胞のみを特異的
に傷害する必要があります。そのために
様々な試みがなされています。例えば、
ある種のがんで発現している特異抗原
やがん遺伝子産物を標的とするアプ
ローチなどです。しかし、全てのがんが
それらを発現している訳ではなく、また
正常な細胞にも若干発現しています。
様々ながんに普遍的に、かつ真にがん
細胞特異的にアプローチするのは難し
いのが現状です。
　私達は、普遍的かつ真にがん細胞へ
特異的にアプローチする方法を開発す
るために、がんが発症するメカニズムに
がん特異的治療
基づいて、正常な細胞には全く存在しな
い、がん細胞に普遍的かつ特異的に存
在する異常を探索しています。細胞には
元来がん化を抑制する機構が備わって
いて、２大がん抑制遺伝子産物である
RBとp５３が主役を担っています。細胞
ががん化するためにはがん化抑制機構
が壊れる必要があり、事実ほぼ全てのが
んでRBとp５３の機能が損なわれていま
す。その結果生じる異常は、純粋にがん
細胞にしか存在しません。私達は、その
代表として、RBの標的である転写因子
E２Fの異常に注目しています。RBの機
能が損なわれると、E２FはRBの制御を
外れて活性化されます。私達は実際に、
様々な癌細胞株にRBの制御を外れた
E２F活性が存在しますが、正常な増殖
細胞には全く存在しないことを見出して
います。RBの制御を外れたE２Fは普遍
的かつ特異的ながん細胞の指標と考え
られます。RBの制御を外れたE２Fの作
用や実態が解明されれば、普遍的かつ真
にがん細胞に特異的な指標として、がん
特異的治療に役立てられると期待して
解析を進めています。
東北大学医学部卒。臨床でがん
の恐ろしさを実感し、がん研究を
志す。京都大学および東北大学
大学院（医学博士）・東北大学
助手・米国留学・東京医科歯科
大学講師を経て現職。がん発症
のメカニズムに基づいて、真にが
ん細胞特異的なアプローチ法を
探索しています。
